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年末年始における土木工事現場の安全対策等について 

 

 

 公共土木工事現場の安全確保については、「土木工事安全施工技術指針」

等に準拠し、安全対策・現場周辺の環境対策に万全を期することとなって

おります。 

 つきましては、年末年始に向け、別添「公共工事現場の安全管理にお

ける注意事項」を参考に現場における安全管理の一層の強化を図るとと

もに、事故発生等緊急時の職員の配備体制の確立に努められるよう、貴会

会員への周知徹底をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

公共工事現場の安全管理における注意事項 

 

１ 公共土木工事の施工に際しては、契約約款及び設計図書等を熟知した

上で、仮設、工法等工事の目的物を完成させるために必要な一切の手段

を定め、公衆災害防止、労働災害防止、自然的又は人為的な事象による

災害の防止に努めること。 

２ 道路工事の現場にあっては、必要に応じて夜間の巡視を行い、簡易信

号機、危険標識、赤色灯、バリケード等の安全施設の点検及び必要な措

置を講ずること。 

河川工事の現場にあっては、水質汚濁防止等にも注意を払い、必要な

措置を講ずること。 

港湾工事の現場にあっては、浮標灯、標識灯等による安全施設の点検

及び必要な措置を講ずること。 

３ 交通の用に供する工事現場にあっては、埋戻し等の早期実施と現道取

付け部の段差、路面の凹凸等が生じないよう路面補修の措置を講ずるこ

と。 

４ 山腹の切取り、路側、護岸工事等の暫定施工現場で、落石、崩壊、掘

削箇所への転落等の恐れのある箇所にあっては、その状況に応じた適切

な防護措置を講ずること。 

５ 浮桟橋等の海水が浸入する恐れのあるハッチ、マンホール、水密扉等

は、浸水防止のための適切な措置を講ずること。 

６ 工事の施工にあたり、特に重機の配置、操作手順等労働災害防止対策

が十分なされているか点検し、必要な措置を講ずること。 

７ 強風、積雪等の異常気象時はもちろんのこと、現場巡視を励行し、仮

設工を含め総合的に点検を行い、工事現場周辺の危険防止に臨機の措置

を講ずること。 

８ 建設資材、残土、建設機械等を含め、常に工事現場の整理整頓を行う

ほか、バリケード等の設置、近接住民への協力依頼等により、第三者が

現場に立ち入らないよう措置を講ずること。 

９ 貨物輸送及び帰省客等による交通混雑の予想される路線にあっては、

連休中に通行規制を必要とする工事の施工は極力避けること。 

10 車輌及び船舶等を用いて建設残土、資材等を運搬する場合は、関係法

令及び法規を遵守するよう必要な措置を講ずること。 

11 コンクリート殻等の建設廃棄物については、不法投棄を厳に慎むとと

もに、工事現場に一時仮置きをする場合は、飛散防止等必要な措置を講

じること。 

12 バリケード等の安全施設は強風等による転倒及び飛散を防止する措置

を講じること。また、水を充填し使用するバリケード等については、水

の充填状況及び連結状況等を十分に点検し、不備な箇所等については必

要な措置を講じること。  

 


